












 ─リッパート ―ラスムッセンによる理路に即して─ 
 西　口　正　文 ＊ 
 The Meaning of  Luck in Theories of Egalitarian Justice 
 ─ Grounded on the Reasoning by Kasper Lippert-Rasmussen─ 




 　　壱 ― 1．リッパート ― ラスムッセンによる理路の提示 
 　　壱 ― 2．リッパート ― ラスムッセンによる理路に向けての第一次的論及 
 〔弐〕理路の読解 
 〔参〕「水準低下論」の性質 
 　　参 ― 1．水準低下論をめぐる命題の連接 



























































 命題①：  あるひとつの社会の中で生きる諸個人が他のひとと同等なるものとして関係し
合っている，という条件のもとにおいてのみ，そのあるひとつの社会は正当であ
る。 





 命題③：  必然なる事柄として，ある道徳原理に基づいて行為することにおいて，ひとが道
徳上反対すべき態度を表現するということは，いかなる道徳原理にも当て嵌まり
はしない。 
 命題④：  それゆえに，ある道徳原理に基づいて行為することにおいてひとが道徳上反対す
べき態度を表現する，というかたちを採った言挙げは，ある道徳原理それ自体に
対する反対意見なのではない。 
 命題⑤：  運の平等論はひとつの道徳原理であり，そしてまた，哀れみは道徳上反対すべき
態度である。 
 命題⑥：  それゆえに，運の平等論に基づいて行為することにおいてひとが哀れみを表現す
るというかたちでの言挙げは，運の平等論それ自体に対する反対意見なのではな
い。 
 命題⑦：  あるひとに対している他のひとがなし得る道理に適った要求に，あるひとが従い
はしないことを，ある事態が含み込んでいる，という条件のもとにおいてのみ，
そのある事態は不当である。 




 命題⑨：  もし仮に，ある事態の生起し行き渡るのを防ぐことが人間の能力を超えているの
であるならば，その事態の生起し行き渡るのをくい止めることのできるひとは，
ひとりもいない。 
 命題⑩：  自然によって賦与されたモーツァルトの音楽上の才能が，自然によって賦与され
たサリエリの音楽上の才能に比してより大きなものであること，そのことを防ぐ
のは，人間の能力を超えている。 
 命題⑪：  だからして，モーツァルトの持つ音楽上の自然的才能が，サリエリの持つそれに
比してより大きいことを，だれひとりとしてくい止めることはできない。 






 命題⑬：  かくして，モーツァルトの持つ音楽上の自然的才能が，サリエリの持つそれに比
してより大きい，という事態は不当だ，ということが真相なのではない。 
 壱 ― 2．リッパート ― ラスムッセンによる理路に向けての第一次的論及 























































































































という点については説明力を欠く記述に終始している  3） 。むしろ，著者の説く「平等主義



































































































 参 ― 1．水準低下論をめぐる命題の連接 
 　以下に記す命題（1）に始まり，命題（10）において終わるところの連接を，議論のた




































































ちで特に命題（6 ＊ ）と命題（10）とについては，水準低下論と関連づけて次項（参 ― 2）
で再考することにしよう。








































































































































 4） この事柄について，筆者は類似の言及をかつて行なったことがある［西口2015b：42 ― 43］。
それの再論である。 





 7） これを，「暮らし向きの善さ」という語に置き換えることもできるであろう。 
 8） 筆者によるこの指摘に到らしめる知的触発力を，リッパート ― ラスムッセンによる議論は有
している。その議論の中では水準低下論が（パレート効率との関連性にも配視されつつ），ラ
リー・テムキンによる「スローガン」（the Slogan）についての論及を媒介として，批判的に対
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